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1．はじめに 

 著者らは，講義を受講する学習者が講師や他の学

習者に対して気軽に質問できるように，Web 上で掲

示板方式の質問回答システムを数年間にわたって運

用している[1]．この質問回答システムでは毎年多く

の質問や回答が書き込まれ，学習者が疑問を解決す

る手助けを得たり，より発展した内容について議論

が交わされたりしている．アンケートによると，質

問を書き込んだり議論に参加したりせず，他の学習

者や講師が書き込んだ質問や回答を閲覧するだけで

も新たな知識を得ることができるとの回答を得てい

る．講義においてこの質問回答システムの利用を勧

めてはいるが，質問回答システムに書き込まれた質

問や回答を閲覧するかどうかは学習者の判断に任せ

ている．そのため，図１に示す質問回答システムの

利用状況から分かるように，学習者の中には書き込

まれた質問や回答をほとんど閲覧しない者や全く閲

覧しない者が，全体の約半数ほど存在している．ま

た，中には書き込まれた質問や回答を表示させては

いるが流し読みするだけの者もいると思われる．質

問回答システムには考えてみる価値のある質問も多

数あるので，このような学習者にもこれらの質問に

目を通して考えてもらうようにしたい．本研究では，

学習者に書き込まれた質問を自然に閲覧させること

で，考えるきっかけを与える方法について考察する． 

 
2．提案方法 

 質問回答システムに書き込まれた内容を閲覧し

ない理由として，読むこと自体を面倒だと思うこと

や，書き込みの数が多く自分の欲しい情報を見つけ

るのが難しいといったことが考えられる． 

今回の提案では，学習者がこまめに書き込まれた

質問を選んで閲覧しなくても，書き込まれた質問が

学習者の目に留まるように，いくつかの質問を積極

的に学習者に見せることを試みる．これにより，今

までは自ら見にいかなければならなかった書き込み

が自然と目に留まり，書き込まれた質問について考 

 

えるきっかけになると考えられる． 

学習者から書き込まれる質問には様々なものが存

在する．そして，その中には他の学習者に見せる価

値のない質問も存在している．例えば，「レポートを

提出し忘れたのですが，どうしたらいいですか？」

といった質問が書き込まれる事があるが，このよう

な質問を学習者全員に見せても，学習という観点か

らは意味のないことである．よって，書き込まれた

質問全てを見せるのではなく，学習者全員へ積極的

に見せる質問は，質問を書き込んだ人および講師に

判断してもらうことにする．例えば，学習者が自分

の書き込んだ質問に関して他の学習者がどう思って

いるか気になる時がある．「私はタイピングにあまり

自信がないのですが，みなさんはどれくらいできま

すか？」といった質問がそれに該当する．また，講

師がその質問について分かっているかどうかを学習

者に対して確かめたいと思うことがある．そこで，

学習者全員に積極的に見せるかどうかを，質問を書

き込んだ本人と講師が指定できるようにする． 

書き込まれた質問を単にそのまま見せるだけでは，

考えるきっかけとしての効果に乏しい．そこで，質

問をそのまま見せるだけではなく，その質問に対し

て回答できるかどうかを尋ねる設問を付けて提示し，

自然と考えさせるようにする．この設問は，図 2 に

示すように回答者が面倒だと感じない簡単なものと

する．これにより，単に質問を読むだけでなくその

質問に答えられるかどうかを考えさせる． 

さらに，質問に回答できる時にはその回答を具体

的に文章として記入できるようにする．回答を実際

に文章化してみることで，理解しているつもりのこ

とが頭の中で整理される．また，その質問に関連し

て何か聞きたいことがあれば，それを記入できるよ

うにする．これにより，この質問に回答できない学

習者であってもこの話題に関わることができるよう

にする．ただし，文章として入力するのは手間がか

かるので，強制はせず学習者の意思にまかせる． 

このように，書き込まれた質問に回答できるかを



尋ねたり，具体的に回答してもったりすることで，

学習者がその質問に関して考えるきっかけになると

考える． 

 

3．システムの実現と運用 

 現在すでに運用している質問回答システムを含む

講義支援システムは，個別に配布した ID を使って

ログインし，その後質問回答システムなどのコンテ

ンツを利用するという仕組みになっている．この仕

組みを利用して，ログインした直後に，他の学習者

または講師によって選択された質問を最前面に表示

する．そして，その質問に対する設問に回答しない

と次へ進めないようにすることで，ログインした学

習者がその質問を必ず閲覧するようにする． 

学習者のログインする回数が少ないと，質問を書

き込んだ人や講師が問いかけを指定した質問が溜ま

ってくることになる．溜まった問いかけを一度に全

て見せることは回答する側の負担を考えると好まし

くない．そこで，ログイン時に表示する問いかけは

一つだけにする．どの問いかけを表示させるかにつ

いては，優先順位を，①講師が問いかけを指定した

質問，②学習者が問いかけを指定した質問，とする．

そして，その中から質問された日付の最も新しいも

のを選ぶ． 

その他，システムに全くログインしない人に対し

ては，レポート課題の内容など必ず見る必要がある

情報を質問回答システムに入れておくなどして，必

ず定期的にログインさせる工夫が必要である． 

 

4．おわりに 

 本研究では我々が運用している質問回答システム

において，学習者に考えるきっかけを与えることを

目的として，学習者から書き込まれた質問を他の学

習者の目に付くよう積極的に見せることでその質問

について考えるきっかけを与える仕組みを提案した． 

 今後は学習者や講師に実際に使用してもらうこと

で，本システムの有効性を評価していく予定である． 

また，問いかけをする質問の選択について，本研

究では質問した人と講師にまかせているが，質問が

増えてきた時の講師の手間などを考えると，システ

ムで自動的に選択する方法を考える必要がある． 
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図 1 学習者の閲覧状況 

注†:本研究では，ひとつの話題に関する質問と

回答のまとまりを記事と呼ぶことにする 

 

 

 

 

図 2 学習者への問いかけ画面 

 


